
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フード･トラッカー 

システム 

以下のものが含まれます： 
データロガー、充電器、耐熱ボ

ックス、熱電対、コンピュータ

ー･インターフェース･ケーブ

ル、インサイト･ソフトウェア、

キャリー･ケース、ユーザー･マ

ニュアル 

徹底的なサービス保証 
データパックシステムには1

年間の保証がついています。

保証の補足として、ご安心を

約束するソフトウェアのア

ップデートや再校正を提供

します。 

技術仕様 
マルチパック 21 データロガー 
メモリー：              1.81Mb 
                   16 時間（熱電対 8 本／0.5 秒間隔） 
サンプリング間隔：          0.5 秒から 50 分（標準使用－温度のみ） 
                   2 秒から 50 分（無線遠隔測定－温度のみ） 
                   2 秒から 50 分（温度及び湿度測定） 
精度：                ±0.2℃ 
解析度：               0.1℃ 
最大内部操作温度：          -40℃～85℃ 
データ収集開始：           開始/停止ボタン、時間又は温度トリガー 
バッテリー：             充電式 NiMH、バッテリー寿命：最大 250 時間 
熱電対：               タイプ T、英国標準 クラス１ 
                   タイプ K、エラーの特殊限界 ANSI 96.1 

ﾊﾟｰﾂ No． H 

mm 

W 

mm 

L 

mm 

熱電対 

ﾀｲﾌﾟ 

温度範囲 

℃ 

ﾁｬﾝﾈﾙ数 ﾃﾚﾒﾄﾘｰ

ｵﾌﾟｼｮﾝ

湿度対応 

DP2162A 23 100 205 T -196～400 6 無し 無し 

DP2166A 23 100 205 K -150～1370 6 無し 無し 

DP2182A 23 100 205 T -196～400 8 有り 有り 

DP2186A 23 100 205 K -150～1370 8 有り 有り 

耐熱ボックス 
ﾊﾟｰﾂ No． H 

mm 

W 

mm 

L 

mm 

重量 

kg 

200℃での耐熱性能 浸水 湿度対応

TB5009 60 203 389 3.95 1.25 時間 不可 有り 

TB5010 100 214 385 6.39 3.75 時間 不可 有り 

TB5011 40 193 376 3.2 40 分 不可 有り 

TB5815 40 174 394 3.01 45 分(ｴｱｰ)22 分(液体) 可能 無し 

TB5816 65 238 380 5.66 2.5 時間(ｴｱｰ)1 時間(液体) 可能 無し 

TB5817 104 150 358 6.2 4.5 時間(ｴｱｰ)2 時間(液体) 可能 無し 

RF テレメトリー：発信機 (TX1225A：426.0375～426.1125MHz,25kHz 間隔切替)＋受信機 (RX1003A)

湿度センサー 
Hygromer C-93 能力 200pF ± 40pF 
湿度範囲     0～100%rh 
操作温度範囲   -50℃～200℃ (200℃以上になるとセンサーが損傷します。) 

フードトレイ及び熱電対ジグ 
フードトレイ寸法（H×Ｗ×D） 51mm x 600mm x 407mm 
ジグ寸法（H×W）        40mm x 1000-2300mm 

以下の仕様を満たしたコンピューターを御使用下さい： 
・ WindowsTM95 又はそれ以上のグレード 
・ ペンティアム II プロセッサー 300MHz 
・ RAM：32Mb 
・ ディスプレイ：1024ｘ768 
・ ハードディスクの空き容量：20Mb 
・ ロガー通信用シリアルポート又は USB ポート 
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製品を絶えず改良するため、仕様は事前の通知なく変更する場合があります。 

m-brochure-j.PDF - Iss01 - Apr04 

Europe/Asia 
DATAPAQ Ltd. 
Deanland House 
160 Cowley Road 
Cambridge CB4 0GU 
UK 
Tel: +44 1223 423141 
Fax: +44 1223 423306 
sales@datapaq.co.uk 
 
 

North/South America 
DATAPAQ Inc. 
187 Ballardvale Street 
Wilmington MA 01887 
USA 
Tel: +1 978 988 9000 
Fax: +1 978 988 0666 
sales@datapaq.com 

詳しくは弊社までお問い合わせください： 

• ベーキング• プルービング• 乾燥• 脱水• スチーム調理• 低温殺菌• 殺菌（レトルト）• 焙焼• 瞬間フライ• ブランチング/煮沸• ブラスト/スパイラルフリージング• 



完璧な 
温温度度ププロロフファァイイリリンンググ  

データロガーは最も厳しい食品加工プロセスに耐え得る様設計され

ており、スチーム、ウォーターシャワー、毎日の清掃工程から保護さ

れる IP67 グレードの特殊耐水熱電対コネクター付きとなっていま

す。 
 
ロガーはダウンロードするまで最大 8 回の温度測定データを保存し

ます。 

   インサイト･ソフトウェア 
  生データを貴社プロセスについての意味ある情報に変換します・・・ 

 
工程分析 
製品によって到達した最大･最低温度、指定温度以上の時間、Ｆ0値の様な工程必須計算

を含む、貴社が必要とされる全ての重要な HACCP 標準を計算するようソフトウェアを

設定できます。ソフトウェアにはアラーム機能があり、これによりプロセス経過中の

HACCP 要求に満たない場所が直ぐに分かります。 
 
ウィザード 
ウィザードは多くのソフトウェアパッケージに共通の特徴ですので簡単に御使用頂け

るようになります。ウィザードでは操作手順をステップ･バイ･ステップでガイドするよ

う設計されており、各段階においてミスがあった場合、前の段階に戻ることができます。

ウィザードでソフトウェアを簡単に使用でき、トレーニングの必要がありません。 
 
レポート 
簡単に追跡可能な証明プロファイル･レポートを作成でき、オーブン内の記録と分析結

果をグラフにする事ができます。レポートにより、貴社が証明する必要のある重要な制

御ポイント又は、もし目標値に達していなければ調理工程を改正する為のデータを提供

します。 
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フードトラッカーシステム 
 
フードトラッカー温度プロファイ

リングシステムはデータロガー、

耐熱ボックス及びインサイト･ソ

フトウェアが含まれています。デ

ータパックシステムをご使用され

る事で、貴社の調理肉、チキン、

ベーカリー製品、食品の品質と安

全を保障できます。 
 
 
データパックシステムは食品とと

もにオーブンやフリーザー内を通

りぬけ、工程中の製品が達する温

度を完璧に記録します。データパ

ックシステムは工程内での製品温

度と雰囲気温度を測定する最も信

頼できる手段であり、HACCP 及

びプロセス実証に最適です。 
 
 
データパックシステムはスチーム

調理、高脂肪フライや強風フリー

ザーを含む厳しい環境に耐える様

設計させています。静止又はコン

ベヤー･オーブンで調理･フリーザ

ー全工程での製品温度をモニター

できます。 
 
 
利点： 
・ 食品の安全性を保障 
・ 調理･冷却工程のモニター、

制御及び修正作業に必要な

HACCP に対応できます。 
・ 一貫した食品品質、味覚、

手触り、色が得られます。 
・ 最大限、製品を処理･生産で

きます。 
・ 貴社オーブンのホット又は

コールド･スポットを訂正

する為の情報が得られま

す。 
・ お客様の要求を満たす全工

程の証明書を作成できま

す。 
 
 
二十年間にわたり、データパック

社は温度プロファイルにおける使

いやすさと工業スタンダードを打

ち立ててきおり、一貫した分析で

食品の安全と品質を保障しており

ます。 

データロガーの特徴： 

・ 8 チャンネル･ロガー(精度 +/-0.2℃)

・ 最大 400℃の製品･雰囲気温度を 
同時に記録できます。 

・ IP67 耐水性グレード 

・ 互換性のあるシリアル又はUSB接続

・ 充電式ＮｉＭＨバッテリー 

最大 250 時間／１チャージ 

・ ダウンロードするまで最大 8 回分測
定データを記録できます。 

・ 貴社製品に適した交換可能熱電対 

・ 貴社工程に合わせてサンプリング間
隔などスタートオプションを設定で
きます。 

データロガー 
データロガーをリセットし、熱電対を貴社の製品

にセットして下さい。 

新しいマルチパック 21 データロガーは 8 チャンネル式ですので、一回の測定で

製品と雰囲気温度を最大 8 ヶ所まで、同時に記録できます。柔軟性のある熱電

対を使用して、製品内部、表面、又はエアー内に正確に取り付けでき、データ

ロガー又は熱電対の反応特性の影響から障害を受けることなく、温度データを

記録できます。 
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データパック社耐熱ボックスは、航空機の‘ブラック

ボックス’と同じ絶縁技術を使用して、堅牢なステン

レス･ケーシング内に微小孔のある絶縁を施してあり

ます。データパック社耐熱ボックスはスチーム調理、

長時間の高温ベーカリー、システム全体が油に浸る短

時間のフライ調理を含む厳しい工業調理環境に耐え得

るように製作されています。 
 
他社のシステムと異なり、ロガーを製品内に置いて工

程雰囲気温度からロガーを保護する必要はありませ

ん。耐熱ボックスを製品から離して炉内に置くことに

よって、製品の加熱特性には測定装置による影響はあ

りません。 

湿度センサー 
プロセス内の温度及び湿度を最大 200℃まで測定しま

す。これは検証などのようなベーキング工程には理想

的です。またオーブンコントロールや最良の生産量及

び製品品質を証明するのに湿度測定を使用できるの

で、一般食品加工にも効果があります。 
 
リアルタイム・モニタリング 
まだオーブン内にある製品温度を無線遠隔測定でモニ

ターすることにより、パソコンを見て貴社の製品が要

求される安全調理温度に達する正確な瞬間を監視して

下さい。固定又は回転バッチ･オーブンについても、こ

のような情報でサイクルタイムを大きく減らす事がで

きますので、信頼のある生産レベルを最大限に達成す

ることができます。 

食品トレイ及び熱電対ジグ 
データパック社は多種類の食品製品に適するよう設計

された広範囲な熱電対を提供します。食品トレイと熱

電対ジグにより、コンベヤー搬送工程での熱電対によ

る測定の正確さと連続性を保証します。食品トレイは

コンベヤーラインを停止したり生産を中断したりする

事なく使用できます。食品トレイは（チキンナゲット

のような）小さな製品用にデザインされています。熱

電対ジグは、より大きなベーカリー製品のような広い

コンベヤー搬送工程用にデザインされています。 

システム付属品 

耐熱ボックス

データロガーを耐熱ボックス内に入れて、それからロガー

を製品と一緒にオーブン内に通し、正確な温度を記録しま

す。

DATAPAQ 
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